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第17回 森島杯広島ピースカップ 開催!!
2020/1/26 広島県 広電ボウル

この大会は、平和都市広島の地でボウリングを通して平和を祈り親睦を深めることを目的とした親善大会です。

始まりは2004年、ABBF第２代理事長である故森島氏の声掛けのもと、広島支部が中心となり近隣の支部の協力を得ながらス

タートしました。

第６回大会より、発起人である故森島氏の功績をたたえ冠名を森島杯としています。

大会は今年で17回を数え、新春恒例の大会として西日本地域の支部を中心に多くの方々に参加いただく大会となりました。

《３人チーム戦》

３人チーム戦は、連覇を狙う明石フタバボウルチー

ム（明石支部）の選手宣誓に始まり、これを阻止す

べく地元広島支部や西日本各支部の強豪チーム

が挑む形となり、１回戦からハイレベルな戦いが繰り

広げられました。

最終結果は、近年全国大会でも好成績を収めて

いるアルゴＢチーム（豊中支部）が最後まで上位を

キープして優勝、続いて地元広島支部の荒川技

建Ａチームが、３回戦で、新期加入 東選手のシ

リーズ799点という活躍もあり、順位を一気に押し上

げ準優勝。

３位にも、荒川技建Ｃチーム（広島支部）が入り地

元の意地を見せました。

以下、下松支部、出雲支部の強豪チームが続き、

明石フタバボウルは６位でフィニッシュと惜しくも連覇

を逃しましたが、最後まで見ごたえのある好ゲームを

繰り広げてくれました。

優 勝 アルゴB（豊中） 堀田悠次 板垣昌一郎 久保健太 5,988点

準優勝 荒川技建A（広島）田中義一 東翔太 佐藤寛昭 5,861

第３位 荒川技建C（広島）北田英樹 松田光弘 井本道生 5,857

第４位 高山石油ガス（下松）木平弘実 藤井泰実 小牧正洋 5,799

第５位 TOP DIE（出雲） 林田栄三 立花正枝 林田尚恵 5,782

第６位 明石フタバボウル（明石）上阪純一 岡本敦 橘達也 5,756

《個人戦》

チーム戦後に行われる個人戦は、各チーム代表選手と個人成績上位者による

持ち込みなしの３ゲーム勝負！

こちらもハイスコアの応酬で４位までが700点オーバーという戦いとなりました。

最後は坂口選手（坂出支部）が716点で逃げ切り優勝し、大会を締めくくりました。

優 勝 坂口英司 716点

準優勝 兼武惣吾 710

第３位 岡 利夫 707

第４位 勝部祐希 700

第５位 石本裕恵 699

惜しくも入賞を逃したチーム・選手の方々にも、ボウリングを通しておおいに親睦を図って頂き、

その名のとおりピースな大会となりました。

ご参加いただいた選手の皆さん、ご協力いただいた広電ボウルの皆さん、ありがとうございました。
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連盟役員を補充

連盟規約29条(2)により２名が辞任しましたので、同第30条

(1)に基づき、2020年2月1日開催の常任理事会において、

下記の通り、１名補充いたしました。

（なお上記規約に基づき、2020年度定時総会にご報告い

たします。）

記

【新任理事】 坂口 英司（坂出支部）

以上

ABBF競技委員長 佐藤 吉幸

JBO国内統一ルール委員会よりボール規格の改定について、

別掲【ボールルール改定内容】の通り連絡がありました。同

改定は、2020年８月１日付のNBRルールブック更新に合わせ

て実施される予定です。

常任理事会（2020年２月１日開催）で協議した結果、ABBF

の対応を下記の通りとすることにしましたので、お知らせいたし

ます。

記

１．ABBFの対応

別掲【ボールルール改定内容】(1)の①②③をすべて満たす

場合、そのボール（以下、新規格ボール）の使用を2020年２

月１日より認めます。

現行規格のボールは、2020年12月31日まで使用可能としま

す。

ただし、JBO国内統一ルールが実施される８月１日以降、国

内各センターで、新規格ボール以外のボールを使用禁止と

する可能性があります。その場合は各センターの運用が優

先します。

８月以降の連盟主催大会が開催されるセンターについては、

連盟本部にて対応を確認し、ご連絡いたします。

他団体主催大会（プロアマオープン等）に出場の選手は、

主催団体のルール対応を確認して下さい。

２．趣 旨

新規格ボールについて、既に使用を認めている団体もありま

すので、会員の利便性を考慮し、ABBFでも２月１日から使用

可能とします。

ボール規格の改定について

【ボールルール改定内容】

（JBO国内統一ルール委員会、2020年1月21日）

（1）ボールバランス＆ドリル

①サイドバランス、前後バランス、トップウェイト全て３オンス

以内とする。

②指を入れる目的以外のホールは禁止。ホールの数は５

個以下とする。（バランスホールは禁止）

③投球中すべてのホール（指穴）に指を入れて投球しなけ

ればならない。（例えば、サムホールのあるボールを２フィン

ガーで投球することはできない）

④上記内容で、2020年8月1日付でNBR（日本ボウリング

ルール）を改定する。

（2）JBOからボウリング場への指導

JBO国内統一ルールに関し、各センターに対して、所属団

体に属さないボウラー（センターボウラー）に対しても指導

する様に通達される予定。

バランスホールの有るボールがセンターで使用出来なくな

る可能性あり。

現行規格ボールについては、ABBFでは既に今年度の会員

証およびボール検定書が発行されていますので、年内は使

用を認めることにしました。

したがって、現行規格ボール、新規格ボール共に2020年度

連盟主催大会で使用可能です。

ただし、各センターで、例えばレーン保護を目的にバランス

ホール付ボールを使用禁止とするような場合は、それに従うこ

とになりますので、ご注意下さい。

また、2021年１月１日以降は、新規格ボールのみが使用可

能となりますので、ご準備願います。

以上
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